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広報やちよは、市ホームページでも見ることができます(PDF版)

●この欄のお問い合わせは消費生活センターへ。受け
付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分から
午後５時まで（午後４時～５時は 483-1151へ）。市内
在住の人が対象です。企業・団体の利用はできません。
【あげます】　 ▼プラスチック製衣装ケース２個（押入
れ用）　 ▼アンティーク風西洋人形　 ▼紳士礼服（170
㎝）　 ▼低反発マットレス（シングル・厚さ８㎝）
【ゆずって／有料】　 ▼八千代高校制服（スカート：ウエ
スト63㎝）　 ▼ぶら下がり健康器　 ▼村上東中学校制
服（スカート：ウエスト66㎝、丈63㎝）　 ▼大和田西小
学校体操服　 ▼幼児用自転車（年中～小学校低学年用）

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559

「子ども110番の家」
プレートの掲示にご協力ください

　５月３日、新川沿いの水田で「家族お米作り
体験」が行われ、22家族98人が参加しました。
　田植え開始の合図で、苗を１株ずつ植えてい
きました。最初は恐る恐る足を踏み入れていた
子どもたち。次第に柔らかい泥の感触にも慣れ、
田植えを楽しみました。
　この日に植えた品種はコシヒカリで、収穫は
９月頃。１株からお茶碗約１杯分の玄米が取れ
ます。「時々成長の様子を見に来てください」と
農事組合法人「島田」の荻原さん。参加者は「稲
刈りも楽しみ」と笑顔で会場を後にしました。

　ゲームやインターネットなど、多くの機能を持つ
便利なスマートフォン。利用者が広がり、大人よりも
上手に使いこなす小・中学生も増えています。一方で、
トラブルに巻き込まれるケースも増加しています。
　５月２日、高津公民館の主催講座「インターネッ
トの安全な利用法」では、グリー㈱の小木曽健さん
が、ネット社会の危険性などを講演しました。軽い気
持ちで投稿した写真などの個人情報が悪用されて将
来に致命的な影響を及ぼすことも。匿名で載せたつ
もりの情報も数時間で個人が特定され、ネット上で
拡散されてしまいます。トラブルから子どもを守る
ためにも、大人がネット社会の恐ろしさを認識し、子
どもたちに緊張感と自覚を持たせることが大切です。

　子どもたちの安全を守る
ための緊急避難場所として、
市内各所に「子ども110番
の家」のプレートを設置。
小学校の保護者が中心とな
り管理運営を行っています。
プレート掲示の依頼があっ
た場合は、協力をお願いし
ます。詳しくは、青少年課
481-0306へ

　青年海外協力隊員として、ジブチ共和国に２年間派遣さ
れた山田輝之さん。４月30日に市長表敬訪問が行われ、現
地での体験を報告しました。

なぜ、青年海外協力隊に応募を？
　大学在学中にインターンシップで訪れたバングラデ
シュで、農村部の児童養護施設に行き、貧困を目の当
たりにしたことがきっかけです。施設の子どもたちと
接する中で、自分にも何か力になれることがあるので
はと思い、協力隊への参加を決意しました。
現地では、どのような活動を？
　難民キャンプ内にある青少年センターで、主にソマ
リア・エチオピアからの難民の青少年を対象に、英語
の歌に合わせて一緒に踊ったり、折り紙の指導を行っ
たりしました。エイズなどの啓発活動、スポーツ活動
も行いました。特に印象に残ったことは、難民キャン
プの子どもたちと一緒に、本のしおりを作ったこと。
完成したしおりを現地に駐留する海上自衛隊の隊員に
販売し、その収益を辞書や絵本などの教材購入に充て
たほか、孤児の生活向上に役立てました。
　活動を進める中で、日本と全く異なる環境で予定ど
おりに事が運ばないこともたびたび。誰にも頼れない
状況で、困難にぶつかると心が折れそうになりました。
しかし、現地スタッフと働き始めて１年が経った頃、
青少年センターの運営について、彼らが自ら考え、自
分のやりたいことを私に提案してきてくれたことがあ
りました。そういったスタッフの成長が見られたこと
が、私にとっての大きな喜びでした。
現地の生活で大変だったことは？
　水道水が飲み水や料理に使えなかったことです。ジ
ブチでは、海水を浄化して水道水にしているため、塩

分が残っており、しょっぱいです。一部の裕福な家庭
ではミネラルウォーターを飲み水としていますが、多
くの家庭では塩水を飲んでいます。生まれたときから
塩水を飲んで育った子どもたちにミネラルウォーター
を飲んでもらったことがあるのですが、彼らが「これ
は水ではない」と話していたのが印象的でした。
参加して、一番変わったことは？
　どんなに大変なことや辛いことがあっても、乗り越
えられるだけの力を身に付けたことです。滞在中は、
「どうにかなる」という楽観的な気持ちと「どうにか
する」という強い意志を常に持って過ごしました。派
遣前は神経質な性格でしたが、帰国後は家族から「細
かいことを気にしなくなったね」と言われました。「生
きる力」が鍛えられました。
将来はどういう道に進みたいですか？
　まずは日本で働き、日本のことをもっと知りたいで
す。行政の立場で地元の教育に携わっていきたいです。

「グリーンカーテン事業に活用してください」と、
鈴木特殊化工株式会社から寄附をいただきました。

▼グリーンカーテン　一式　 ▼ベルポット　210枚

ありがとうございました
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J：COMチャンネル（デジタル放送
11ch デジアナ変換放送2ch)で１〜
15日12時、20時30分／各15分間

“健康寿命”をのばそう
〜介護が必要となる前に〜

ネット社会のこわさを知ろう

山田輝
ひかる

之さん（26歳）

私も泥んこになって田植えしました
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高津フレンズプラスワン「安全な利用法」

島田地区の水田で「家族お米作り体験」

青年海外協力隊員としてジブチ共和国の
難民キャンプで「生きる力」を身に付ける


